
原 義

InheritancOloEResistanceto1)DTinDrosobhizanletanOgaSier.MasuhisAT畠t=h-AMOTO

(Geムciic.llLahomtory.FacultyofScience,OsaL･aUniversity)andMasahi;oooAK‡
(1jepartmcntofl･:dlle･ltion,NLlniw=LUnl'verSity,Sakal,Osaka).1くeceive-d_Apr.16,1953.-
BoEytL-KL7gL7hlL18,.'39144,1953.(lVithEnglishre.qunle4.7).

10.ーショウジヨウバ土の DDTに如する抵抗性の退伝 ･坂本智久 (大阪大学理学部卓物.
学教室),大塩昌弘 (浪速大学教育学部)28.i.16 受理

J.緒 言

BHCや DDT の様な弔践合成殺虫剤が他界各地

で大Liに仙 ､られる様にな?て以来,これらの殺虫剤

に対して抵抗性を,7訳す昆虫がjf:常に脚加してきたこと

tLl院学や良策などの分野I.=おける郡安な問uEiセある
と共に._生物学的にも梯めて興味ある現象の一つであ

る｡従って昆虫.0枚出納こ対する抵抗性についての祁

部由 冊 に多く,ほとんIと枚挙に迫がない付であってi
Qua'yle(ll),lhhers(1),̂1('nroや),既設(l!',Metcalfくさ)

などの綜説も見られる｡しかし杜抗性の原因や卿 軌

･如Bi･帆 増大の様式,付特の関越などについては.報 l
JJTiされる研究輯架も昆虫の和研.系統.葦m.突放方

法などの相矧こよって一枝でなく,時には全く反対の

如来を売しているものさえあって,今なお充分明かに

されたとは言えない｡

昆虫の投出刑抵抗性についてはそれが迅I云的な.もの

であって.一般に抵抗性の敬い系統の子孫は砿七･抵抗

比を元ナことが知られているが.その辺I云子分析はほ

とんど行われていない｡′Dickson'5'はアカマルカイ
ガラムシの胃戟標茶に対する抵抗性を研究し.その抵

抗性が挺性で伴性遺伝をなす こ とを明かに した｡ I

Monroや).Bruce良DeckerP･1)などは イェバエで

DDT抵抗性とyr･抵抗性の両帯紙問の交配を行い,Fl

は両系統の中間痩舵の姓抗性を京ナことを述べている,

13ruce(こ). J3ruce&DeckerrI)はイエ,,'ェの DDT

拭杭性は恥 こよっても雄によっても伝えられるmult-

iplegenechrara.cte'r'Sによるものであろうと述べ･

ATarchaA'Tetcalft7'もイ土..'ェの l)DT抵抗性の

迫伝は悦雄なメyデ'Jt,比では説明ナることができない
といってL.tるが,lla-'sonEC)はイタリアからのイJ･

I:ェの系統で DDlr 払拭出土1対の迫l云1-(･によって 1.

尤才iされ･非托抗性の方が悔性である.と堀留している｡
この様に 2,3の昆虫で研究が行われたが,これらの

材料ではこれ七Lと故伝子分町を行うことは困難であ7'-
7:)と.RT.われる｡

そこで若者等･(ま昆虫の殺虫剤に対する比況性迫f云の

松捕り一･郷を明かにするために..道広1･分析の位も進･

んでt'.ちンヨ.ウirヨtY),くェを川いて,その I)DT紙

抗性を退店学的に追求しなので.今迄判別したごとが

＼

らについて,ここに報告する次第である｡

IT.材料及び実験方法

この突放は 25oC_前後にm 琵され た飼育室内で

Pearlの何科で飼Tffしたキイ1,ショウジヨサバモ

Drosopl"ltaふ･'o"ogaste,のfL･々の双紙について行っ

たoS'ヨウブヨサバエはすべて15ccの印料を入れた

容拭約 45cc,脚 了壬郎勺10cm2の小ピYで飼育し,

DbT製紙 性をしらべる切創ま餌料に適当な竣度の

DbT粉剤を混入した｡DDT粉剤はタ,9㌧DDTの

結晶を10,00'及び50,%の別命で clayと混合し,乳鉢で

約2時間粉砕撹押したものを脚 りした.,

希系統の抵抗1円'･を投打㌻る方法とし七は/DDT.を

食んだ 1'e･lrlの糾抑こそれぞれの羽化後3月以上た

った成虫を,光分糊 紬､らさめた後,雄雌51璽づつ入

1LてtG郎描 卵させ.そのビンの中から羽化する次の

脚 ℃の成出数をjE'il'･;'の PeaTlの餌料の入ったビンか

ら羽化した成山数とltはして LDDT の竣矧 こよる羽
化率の班少をLらべた｡

また故紙牡の弱い/系統と敬い,5統とを交配し士道広

子分析を行う場合には,あらかじめDDTを含まない

Pearlの何科をスフイ ドグラス上にうすくのせて管ビ

y内で 6･,-18時間産卵させた後にスライドグラスを

とりだし,1日後に将化した1台幼虫をDDTを含ん

だ甲料と通常の Pea.rlの糾糾こ移して.それから羽

化した成虫?形環や比などをしらべた｡この場合ビ ン

に入れる幼虫数は.幼iLi和Ztm こはげしい_tf:-/T･故知 ;

起るのをさけるために常並の均分′1ピソ当.り{'Ol唱とし
た｡
なはnDT祇抗経の系統としては,多くの系統小EL･
も軌 ､抵抗比をTJ.;した野_LL･:羽の細岡系を.klにlOO0-
2000γ/cc程度の DDT 缶-Jl餌付e封じ向背淘汰し
たものを専ら用いた｡

ⅠIr.L実験結果
,(1) 各系統の DDT抵抗性の痕走

従軍より研究範で飼育されていた多数の野生懲及び

突然変;Rl型の各系統と-,､1981年欧に日本の各地から採

一編された10数系統の野生71g系統にT3.i,tてI)DT抵抗性
をしらべた結果 潔枕によう七抵抗性の程度にかなり

著 しい文典がみられた｡すなわち,■野生型系統のうち
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防 虫'科 学 欝.18巻

では福岡系が最も強く,'突然変異系統では bw;stや

bw;eなどが長も強い抵抗性を示 した｡野生型の

Canton-S潔はすべての系統中で殻も弱く,その他の

多くの系組ま福岡系とCanton-S 系の小間で柾々 の

程姥の由 走性を示した｡野生ElJ.や突然変失敬の系統の

ち.ちで代表的な数系統の DDT 抵抗性を羽化率のブ

TJビットで京ナと筋1図9如くである｡
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､福岡兼は更に■DDT抵抗性を高める串桝こ DDT

ではげしく淘汰したが,22代目の成虫の羽化率で放冠

/した枯某は.突放宝で淘汰する以前よりも抵抗性が特

に増大してt､るものとは認めることができなかうた｡

･(2･) 温位学的分析 J

-DDT相 克里 榔 弧 .染色帆 性などの由除を知
るために.最もDDT に朗かった Canton-S系と,

DDT抵抗性の福岡

系とを互に正逆交雑

してその Fiの幼虫

を飼育し 域虫?羽

化率をしらべたとこ

ろ第1尖に示す如き

結果となった｡

すなわちCantonT

S を雌として交稚

t<た場合に 700Y/cc
のDDTで非常に淘 ･

汰されていることを

除いては.どの変相､

による FlもIJD'1'

であまり軸汰されて
5 .10 20 50 100･200

- IiDT-concentration(シ/cc)
500 ･1000 2090･4000 いなも:○このことか

ら福岡系のDl)T抵

Fig.I. RateofemergenceinJlelati(intoDDT-dosagein
variousstrainsofDrosoL･fJILallleZa叩gaSley.
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mutatltStrains

･･･D････bw;SL
･･･J････ve

･･･㊥-･･vB"0

'＼.抗性は似比で,紬n'B

照よF)もむしろ氾也

l体と竹越な関 石を'JJ.

-していることがhか

る｡またJ･1暮の雌蛾
の羽化数には-1J'rilな

差がなく,また引き

つづき行った祖▲岡9

Tabl81.Frniesfrom recipr∝alcrossesbetween Fukuoka,resistantqnd･Canton-S
susceptible'strains

Concentration
ofDDT.
inmedium
γ/cc

No.ofFr
larvae
te孟ted

No.ofemerged ＼
FJ-adults

9 8. Total

p-ercenhge
of
e血ergenee



防 虫 科 昏 節 18苛■.
XC･'nton-S 8.～ F'同志の交配で,F空の羽化数

をみても.r)TTr湖 山こよって牲比はほとんど影野を

うけなで､ことから.DDT抵抗性は性染色体とほとん

ど開陳がないことがわかった,

つぎにDl)T托抗性と常染色体･との関係を明かにす

るた由こ.各館独色付に坊牡の穿然変火道I云子を-1J'し.

しかもDDT 抵抗比が比榔 勺に.;51い罪紙の排を村岡
系の他 言交雑亡,そのFlの排を芥然変災系統の雌に

戻し交配して.羽化したF空の成山の形質と羽化数が
DDT淘汰でどの様に影静されるかをしらべた｡節目_

染色体の突然変異系統としては,(1)I/X(2)cnb吻(3)ugqo
杏.妨ⅠⅠⅠ染色体では (1)ve-(2L,3'bxs,e7 (3)ca･な

どを,妨Ⅰ′Ⅴ染色体では svqの希系統を. さ らに郡

Il;HI:染色体p突然変災系統としては bw･,ss.を用

いた｡これらの系統を川いてのb:tL安和によるF空の

羽化数は耶2炎及び妨3炎に示す917き結果となった｡

これらの戻し交配において DDT.で淘汰した場合に

は,筋ⅠⅠ染色体に尻する突然変身亡形質を末inflJ.とす

る F2の山現率が対何区にくらべて位も苧しい城少を

武している{ ところが妨ⅠⅠⅠ染色体の突然変鹿 fliC?

川1)膵 の5_･R少は推計学的にね志であってもそれほど著
しくなく,節 ⅠⅤ染色体の場か 羊は対.q区にくらべ
て:lJ'忠なiyjがあるとはいえない｡㌔

また節,H 染色体の突然変果系統によろ戻し交配の'

_共鉄において,F】の雌に東怨変成系統の雄を交配し

た場合の F2の羽化数はそれぞれ第4表.第5表,節

'Y6末の如くなったO ､

ナなオ;ち DD'Tで淘汰し夷廃合の突然変衰型のFg

Table2.F2-mes.from T'ackcrosshet､vcenmutant?andF)(Fukuoka?×mlltant､5)-8

Chrotno- Mutant . SorLofmedium No.0-femergedLadultg .-･-Percentage..

.LCnbw coiltrOl -122 :.149-_--,=271:: ･_ー45.0∴

･DDTTCOntain.p*.r 66 -.:二.137.:JI∴197 '5∴.

JP -bii'_?S .Control .131 -295---しこp■_426 ･':30.I_8

DDT-contain∴.* .129 _186 5lrJ l41.0

ⅠY. stl"LL. ControlL L21irJ 218､■p433 49.7.

I.I♯ノ̀T)00-10007,/cc.
Table･7･FrLliesfrom 1,arkc,Tossbetweenbd;ss(ⅠⅠ;ⅠエⅠ)?andE'(Fukuoka?X

bw;ss8)8

★ 2000†/cc

41



lJl狐由王.対照 区に くら

べて bw,I)x,Cll,VglZO

のD脚こ城少し,特に vgno

のZu現執t交 叉に.よって

も増加をカl;ざないことが
わかる｡

エⅤ.考 蕪

この災験に川いた野生

Zf13及び突然変災刑の各系

統は,1!J･'･1年に日本の希●
地で採光さされた福岡系や

札幌系などの10数系統を

の窄tI.ではすべて以前か､

ら研光速で飼育され七き
.た釆紙であって, DbT

抵抗性の瞬定に州 ､られ

る迄特全くDDTに抜髄

する機会のなかった釆紙

である3それにも拘ち'ず.

突然変災判の系統の申こ

もbw;sLや bw;.アの様

にかなり強い抵抗性を示

すものがあるので,弊然

変糊 だからといって.

抽 こ野地釆総よ･り抵抗性

が朗いとは認めることが

防 ー虫 科 学 界 18番
●

-Table'4.FraiesfrombackcrossofFl(Fllkuoka?×2'x
a)?×Px8

. ●

*.500-1500〉イcc

-TableS･F2-nies＼from I,ackcrossofFl(Fllkuoka_?×cnbw 8) ?
Xcnbw 8

Snrt(lf
nledillm

No･Qfemer.gedF2-adults

+ cn beg cnbw

Percent?ge Percentage
of.' ofl
tot.ll cn totalbw

IControl.

DDT-contain.辛

76 76, 58 台5

120 51 89･ 45

54.6 ､ 49.5

3 1:5 43.tJ

* 500-15007′/cc.

Table6･F2-nies､from hackcrossofFl(FukuokaI?×l
vgno8)?×VgnO8 ･

SortOf
medium

No.ofemergedFi･｣adults

vgno ,+ Total

Perce∩tage
ofl

vgno,emerged

Controt

DDT-cr)ntain.1

78 58 ノ 136

63 260 323

斗 1000γ/tcL

できない｡また生存力が現い弄銃であっても必ずしも

DD'1､に掛 唱抗性を示すとは限らない｡その琴t.い

例は野fE三71g_の C?n上on-S系である.･この様なことか

ら,Dl)T抵抗性は昆虫が DDT一に接触することに

よって始めて誇起され,次第に適応的に抵抗性を箆得

して1i(という考え方よりも.これらの釆枕または飼
仙 こT)r)T 3Lll抗牡に関与する迫伝的要因がはじめ'か

ら抑止しているものと解釈する方がより大きな可能性

を和するでおろう-｡福岡熟 ま以前に肝,6DI)T など

の殺虫剤がまかれていた場所から抹兆されたものや.

淘汰の結果抵抗性をもった個体のみが撃って弊紙 して

い.ねも亘と考えちれるoこの系統の DDT 抵抗性は

採集後契験宝で21feも-Dl)T'合有餌料ではげ L,く淘
汰 したが,淘汰前と､ほとんど変化が認められないとい

う事共はこの見解を支持するも亘と考える(折1図)｡

近位子分析の実験にfoiLL､ては;節1表に,ii･した如く
馴同系とCanton-S釆ちIの正逆交雑のどちらの 1･71
もあま'･')DDTで淘汰されてL･Jj:いことから,I)I)T

抵抗仙 淵 如 ,形虫であ声ことがわかる｡坤 J)I)T●

抵抗帆よ細胞質よE)もむしろ染色体にある逝†云子に羊

由 .

■■･.J-
J-A

つ.て著しい膨静をうけるものであると考えら才.tろ｡し

かし DDT の汝皮がかなE3高い'ときは'FIのu1111率

は母体の細胞矧 こよっそや し髭,轡をうけさ枝であって

怖 1表 700γ/ctの結果参院i),これらの点にbいて
は更に詳しく研究する予定Tt･ある.,

更に'どの染色体が DDT A:JL性と幣 'な関旅を1J'

.しているかをたしかめねばならないが,節1炎の結盟

:p.､.福岡?×Canton-SaLの F.同志の交配lちょろ

F℡＼で,一雌雄の羽化数が DDj,7:滴汰しても有志な
差を示さないことなどから,性染色体とはほとんど関

係がない土とが知られる｡･またある特,iiiの常染色体がー

7)DT拭 L性?迫伝子と特に埼践な開床をもっている

ものとすれば,比較的に:抵抗性の弱い穿然変只系統女

川いた転じ安藤 こお†･て,ある染色体上り突然変典要t').
を表現型とする F2の羽化数が著tj(.I)DT で軸:'R

･されるはずであ去O･央掛こ即 I,.hdi･Ⅰ日,郡IV染色

体上の突然変災系統をBれ･た反し交配の枯取 (祁lJ炎

餌3--X･,)では,筋 H 染色体の突然変災.刑を尖現地と

する ＼FL･のLtS税率は Dr)T 淘汰によって著'しく減少

しそいるのl芋対し,机HⅠ染色体の突然変災形質を炎
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'1111f'1とする FeゐtI'.111率の班少は.推別学竹に-1億 で
ある瑚介も&:るが.あまり著しくなし)Oことに姓IFノ)

の軌 ､突然変災系統ほtlll税率の洪少は対.qr3区に比し

てすくなくなってい7?｡まT3耶 IV染色体の突然変タ･''･ ..

系統では F空の山税制上対刑と推計学的に-ll-意を益を
'i-;していない｡この様なことから松岡系の D7)T 托

fJL'L性の迫†云的要田は Polygcnicなものではあるが.

1そのゴミ習遼伝刊まti'り卜染色体に1flL:することがnJJか

となった｡

なは茄 ⅠⅠ染色体に存在するDDT拭杭性の_i･･.要道 ■

宕子の放色体上に占単 線矧 t. F7を棚とした場合 ′

'の琴L交矧 こよる F℡･̀坤 化数と末現勢の園樺をしら
べることによって推Lji!できる｡すなわち.この場合は

雌で3:叉が超l)うるが,ある㌍然変IFt'･形EIの迫f云-T･と

抵抗性ヨミ寄道†云子との染e･机上あ相投が矧 ナ九は3か _

程交叉の起る頻皮は少いから,tの様な突然変邦形Ttl

を表現丑にもつ F空のLu現率は,F】を雄としたときの

戻し交配と同様に DT)T 淘汰によって著しく波少す

るはずである｡約4賂 約5炎,yJ'6表においてはるg"0

の出現率が尿も DI)T 伽太で鼓Li少してお.),cn,Z･x.

bgVと付紐が遠くなるにつれてその日Ijl率は DDT軸

:汰によ~る班如 ミすくなくなつ七いることから, DI)T

抵抗性の--i頚 迫伝1･は節 目染色体の前腕の小切で.

t,g迫I云子のや 1ゝ7仰Pl.J近に存在するもの'と推定され

る｡

多くの成虫の殺虫剤兜抗仕は.淘汰に用いられた第 ･

刑にのみ柑91的なものでなくで,その血の殺虫剤に対

してもかなりの抵抗性を示す場合が./多く雅JJiされて

いるが,､これらの現象の遺伝的な閲癌などl=Lっいては.

全く研究が行われ七いないので,今後シヨlゥジヲウバ

･工を用いて.他の殺虫剤に対する抵抗性についてもRf

に研究をすすめたいと･EI.う｡.I
Ⅴ. 摘 一･ 要

(1) シFウジヨウバ工の IDDLT 抵抗性の遺伝様式l=l
をしらべるために,まず鍾々ゐ野生g.および突然変異

型の釆矧 こつし:て抵抗性の検定を行ったところ･●釆純

によって種々の桂皮の抵抗比を示し,その系統?Ji･1JI
刑や比布力によってはあまE)六才了されないごとがわか

った｡

12)Zy迄 Dl)T と接触したことがないと考えられ

こ ろ敢然g:兜需給にも,.かなり軌 ･把抗他を!-LT..'すものが

あることから. I)DT 抵抗性ははじめからとれらの

某紙に作在しているものであって, DDT と接触ナ ･

ろことによって卸 紬勺にfli:得して行くものではないこ

とが推.'aされ-,ち.

(3)福岡系S,ヨウ57=1ウ..'ェのI)DTili抗性は.
他の多くの系統の非抵抗性に対してf新たであって,L

. かもpolygenieな形㌍であるが,その｣:lBf逝伝子は

群118 懸 '

節目染色体の才i腕のrf噸 で vg遺伝子の附矧 こ布付
することが明かとなった}

･この研兜をtLiうにあたって終始御指導御恨技を!tl,,TJ1
た-̂PL(.入学b'川秀yi牧按.一大鳥長造助教授.実験に川
いた投出剤をIiLJ'-･された京都大学化学研究所真如純大

兄 弧 こ穴験にyaって献身的な御協力を惜ま*なかっ

た治水職IT･班にTT.く感謝の茄を米する｡

なは,この研究の-矧 ま昭卯.)7年度に交付された文:
部抑 'flhTL･'研究'/IIによって行われたものであることを附.

冒己する｡
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Rgsumd -∴･

'-sincetheapplicationsofsynthetictoxicants

forinsectcontrolI)ecameincommonltherea.re

manypapersconcetnlngtheldさvelopmentorthe

mechanismofiesistancetoinsecticides,butvery

littleiskho､vn?ntherpodeofinheritanceof
rt!sist;lnCetOinsecticides.

InthepresentJ,aPeTthefruit月y(D･osoPhilaI

melL70gL7Ste',),one?fthemostFOn､,ehientmateri･

alsforgeneticalanalysis,isused toexamine

for.theirDDT-r･esistanCe.In thecourse･ofノ1
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exJ)erimentsItherate_ofemergenceisestimated-1
hyc()mparing.themlmberOrLliesfro.nlthe I
DDT-containiJ】gPearl'smedia_lViththatfrom

usualPearl'smedia･'Therear?variousgrades-

ofresistance,among wildandmutantstrains

respect王velyI.and somemutantstrains sholV･
considerable,resistancealthoughtheyhavenever

been･-exboscdtoDDT (fig.1).Thus,itJisvery

plausil'let̀hat-theDDT-resistance_may e立jst

originallyrathertha-nitisacquiredadaptative-

Jly.

Inthe･recIPrOCal erossing experimentsbet-I

節 18番･

weentheFukuoka_resistantandCanton-Ssus-

ceptiblestmins,ithsbeenohscrved th上the

DDTTeSistanc与OfFukuokastrain▲isdonlinant

tonon-resistance,havingnblinkagelVithsex-

chrpTLosomesT(ta-,le1)･
Theres山tsobbinedfrontbaekcrossesofthe

mutant? ×FJ(Fu叫okaJresistant?×suscとp･

ti7)le mutants)8 and′its~reciprocal･case,
indicatedncorafelymajorgenesOf-DDT-

resistanceinFukuokastrain】inked lViththe

secondchromosome(I?hlesJ2,3),a'n戸locatcdnear.

thevestigialgene(tal'leLs4,5,6).:

OntheGrowthl'nHeadCapstlleoELarvaeof_theCommon Cabbage.Btltterfly,
TierisraJ,ae c'uctk･Or'a BOISDUVAL.ProblemsIon tllbBreed)'ng ofInsectsfor

BiologicalAssayof･Tnsecticides.lV･SumioN ĜASJtwA (TakeiLaboratory,Institule
forChemicalResearch,-KyotoUniyersity･Takatsuki,Ohsよkla)･,ReFeivedApr･1･,I,,lot-,3･

BoLJ7u-Kagahu18,44一声119詔 (､vithLEnglisil'resumd,$0).

11J モン:>ロチョウの幼虫期における頚部の成長にt'し､て. 殺虫勘の生物試験用丘
虫の飼育に関する諸問題｡第 4報O長沢純夫 頂都大学化学研究所武居研究逼)28.4.15受理

1. 緒 ､首 -

わが国に払臥するそ./i,P≠ヨウ.Pie'israt,&

C,･LC･'t,0,aBOISDUV̂ Ⅰでたっい.Tは,.数多い知見

が今r]あらゆる分野から捉供されら?あるが,幼虫壬g)

における岡部の成長にかんしても,また',先年･上野(17)

に-上って獅 ･LIによる発如 ;なされ さらにこれは文献

tlRJとしてのこ:された.̂JE者が今回ここにのべようと

することはト上野の研兜紙-3壬を班証する以外なんらの

抑l状はないが,これが供臓の均!.瑞となるのをおしん/
で,あえて邦夫する所以のも_のである｡あわせてこれ

が殺虫剤方吐物試験l手モンシ.1チョウの幼虫を供しよ

うとする過程において.役立つ何らかの基礎資料とな

るならは望外の串である｡

-1T. 測定材料お1び;則丘の方法

兆'jiiをおこなった材料は,19.-101T'･の5JnI旬.謁税

了打所在'の瑚 Ⅰミ大学皿学部附脚共津出場のカタラ?我朽
地にJi-いて抹処.･そゐTli後 70%のethy.1alc'oh(}lY(Li
瀞こ投法し喋存したものである｡浸斌した榎本は数ナ

･月後には柔軟となって,かたくキ1-.ン化したPT1沓部の
み海易に休部カ;らとI)はづすことができるようになろ

から,スライドグラスの上に前-dを上にしてたいちに

のせトオキユラー･,主F'pメーターを装唄した双眼鼠

･粗鉄によ?て測起した,-なおここで,朔幅とはこの印■
鑑部の蚊大幅をいい.弼長と!ま頭相前端よ･E)it-nJL了部後
苅はでの長さをいうものである｡.皇た筋1,2式をみぞ
･く炎や図の教組t.iRtl定をおこなったミク｡.メータ'-一/ 一 一 ヽ
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の目盛のよみをそのまま炎示し 考賞亨もそ うした数
仇を大体韮礎にし七おこなったが,111盛の良さは

0.067~mm である｡

エIT.測定結果 ･

測定数値を相関図X･にLでしめナと節1図りような
結Eiをえる｡以下これについてすこしく考察をおこな

ってみたい｡

~ ⅠⅤ. 考､ 蕪

-(1) 令期の決定｡モyシT7チョウがその助山JUlに

rJ令を7fすることは.'すでに飼育共助の結灘から一般

にしられていることであり.また野外におーいて ar

rand'om.に採鵠されたものの萌幅の'附,Jtll出来も,孤立
した5つの初段分布曲祝を披いて5令の存(Eをしめ+.

ことが光年上野(18)Jこよって報'dl･された,告r亡者の湖'ji!

した結果も.約1図にみるよ51芋粥幅においては弼良
におけるほど整-な形をしめさなかったが,ともに[)

つのことなった抑圧分取的紋のやまを措いた｡とこ7)

で.l･.野 1̀8'は,,命令の弼幅の範由をき.めるために,朔
比分榊 Il紋のFi松部をどのようI与とL)あつかうか!こつ
いて小蛭本の理論を掛りして考:'.!しているが,Ll7和田と
あわせて弼長の:耶LjEをもおこなった珊者の純兇ま.1こ

れを柏閑図式に整理したとこ.7,,醜1回にみるように

ilTEh-JHliの解決は,数式の区切れになってさいわい(.FTJ'iii
にかたづける土とができた｡すなわち上野'1Lq'の中上

なったような考矧L -♪uT:ここでは除外して58'えでも

さ,Lつかえないことがわかったから,布令のイJ-する萌
ヽ


